
一般社団法人 日本建設業連合会

〒104-0032　東京都中央区八丁堀2-5-1 東京建設会館

TEL 03-3553-4095　FAX 03-3551-4954

URL https://www.nikkenren.com/

発行 ：

株式会社スリーライト

：

：

：

：

発行者

企画・編集

制作

デザイン・印刷

山本徳治

一般社団法人 日本建設業連合会 広報委員会

株式会社Kプロビジョン

©2024日本建設業連合会
「　　 建設業界」は日本建設業連合会の登録商標です送付先の変更や追加などは、こちらのフォームよりご登録をお願いいたします。

URL https://business.form-mailer.jp/lp/9d667ccd140994

IN
FORM

ATION

彦根城は、関ヶ原の戦い（1600年）で戦功をあげた徳川四天王の一人・井伊
直政が初代彦根藩主となり、自らの居城として計画した城である。しかし直
政は戦傷が癒えず1602年に死去。築城はその息子の直継・直孝らが引き継ぐ
こととなったが、幼少だったため、多くの諸大名が協力して「公儀普請（天下
普請）」として建てられた。以後、大坂にいる豊臣方への抑えとして井伊家が
代々城主となった。築城に際しては、大津城から天守、佐和山城や大津城など
から櫓や城門を移築するなど、廃城にした近隣の城の資材を再利用すること
で、コストダウンとかつての城主の威光継承を図ったと言われる。

譜代の重鎮・井伊家が居城とした「リユース城郭」

Vol.03

彦根城・天秤櫓下の石垣。奥側の石垣は築城当時の「野面積
み」のままだが、手前側は幕末期に石の角部を下にして積む「谷
積み（落とし積み）」で積み直されている。（提供：三浦正幸教授）

日本の建築史を専門とする広島大学名誉教授・三浦正幸
教授の解説動画をこちらからご覧いただけます。

三浦正幸教授…東京大学⼯学部建築学
科卒。建築学者、⼯学博⼠、⼀級建築⼠。
NHK大河ドラマの建築考証担当、城郭や
社寺建築に関する著書多数。

豊臣政権時代 徳川政権時代（慶長年間） 徳川政権時代（元和年間以降） 幕末

関ヶ原の戦い以降、大名の配置換えを機に起きた“築城ブーム”で城造りの技術が飛躍的に向上

続きは動画をチェック！

彦 根 城
滋賀県彦根市

1603（慶⾧8）年

井伊直継・直孝

井伊直弼

天守、櫓、本丸、石垣、堀などが現存。
天守と付櫓・多門櫓は国宝、櫓・城
門など5棟は重要文化財。
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